





























第 43 回創価大学・第 31 回創価女子短期大学卒業式「祝辞」 
トワークを持つということがどれほど大事なことかということです。皆さんが自国の友人ばかり
ではなく、この同じ地球の国々に友達をもつということが、世界平和を築くことになるのです。
そして創価大学は平和構築のリーダーであるということを私は良く知っております。
創価大学の学生を育むこの文化・精神性は、私はまさに創立者池田先生の哲学によるものであ
ると深く感銘を覚えるのです。
その青年を愛し青年に無限の期待を送り続ける池田先生に、2013 年８月、タマサート大学の
名誉哲学博士号を授与することができました。まことに光栄であると思います。
この授与式の謝辞の中で、池田先生は創価大学の根本の精神とは、「大学は、大学に行けなかっ
た民衆のために尽くすことである」と言われております。本日卒業される皆さんに、私はこのこ
とを生涯忘れずに本当に価値ある人生を送って頂きたいと申し上げたいのです。
タマサート大学の建学の父であるプリディ ・ーパノムヨン博士は次のように述べています。「大
学は、知識を求める国民の渇きをいやす井戸である。それは学問の自由の原則に従った、彼らが
得るべき権利であり機会である。」と、そのため、大学は学生に学問の自由を大きく与えている
のです。
卒業すれば厳しい社会の現実が待っていることでしょう。実際に自分ができることは小さなこ
とかもしれません。しかしその精神を忘れずに努力を重ねていくことが、我が母校の誇りある歴
史となっていくことを確信してください。
その誇りをもって、人生の本当の勝利者になることを願い、私の祝辞とさせて頂きます。あり
がとうございました。
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